
大
県
館
川
一

一
黒一新厳
脚一学螂

|ない

〒
進畠占 ぢ委「 置す

J:|

棄菫興藤岬内
広報担当  (発行800都 ,
雪 (015)312-1321

l…

事
大
時

一
幹

年
”

．一
忘

・

〇

8 0466=23=83∞   ・アジ、サバ  小雨決行
長谷川 (45年文率)8045-933-4662
会                    斎藤・上田
50年12月 9日 (日 )。 場 所 未定  ・幹 事 山口・松本



りましたが、この頃より日本書欧米との姜行きがぁゃしくなり 十六年の十二
月には真珠湾攻撃 更に大東亜覇事選ばりました。従つてこの戦いを契機に要
易の稼ぎ頭であった輸出絹織物は■彗して斜陽産業となり 尚目つ非軍需品と
して指定され世間よりはな択品と呼ばれ、ヨつ軍部より白い日で見られる様に

四 十 年 の 想 い

森 田  藤 未
出

(網 R119年

ケ月で挫折し職種の転向を考えねば

盤きて行くために戦時産業を合めて貢

なりました。従って私の職業も

ならぬ破目になりました。しゃ

鮮
菫重逸屁ll。 1達の「 1違た懸大霞1覇彗み真員

:1月房貢脅?雪;天E量雇糞馨曹鸞言曇雪臭基も島:裏響曹青たのが当時の世相でした。それ散一年‐1こ楽をられる事を実澪鼈如く教育さ五たのが当蒔あL賀でした。それ散一年
生の時の一般教養科目もr軍隊より派ス

雰『盲幌奮:證湯目署i蓼言葉電鰐:

献出来る技術を身につけるに より方法がないと判断し、建か

数ケ月の受験勉強で昭和 三旱 学尊門学部化学科を受験し何とか

雪
籍を得ためが、今になっすη友会欄 ‖県支部の日様とお■きあいの出来る

れまレた。   〆―‐―…=Lローーーー===く
がら耐えることをしいら

実際の学生生活は僅か二年六ケ鼻でし一

たが、授業内容は三年以上の詰め込み

教育でした。昭和十八年十二月には例

の学徒出暉令があり二十オ以上の文料

菜学徒と運科ズの平和産業系学料の専

攻生は大 陸々海軍に入厳することにな

り広小路の校合は全く漱しくなりまし・

た。この様な世相でした●戦争に勝
つこ―
キ幸単■| して、講機には大変熱が入

り|ま した。特に石野教授の高等物理学、沖中書 化学とイじ学機械学、



、児玉教授

押準
鴻卜 1京本教授石幡先牛の分析化学等はダィナミツクで目う名赫義で、期末
試験の溶容も百万通の学生と同‐問題であり 既にこの当時から問題漏減のお
かけを受けだ記憶があります

`                 
‐■・  .

″として6号に連載いたします。御期待下さい。 (編集部〉 |

1後輩の皆様を

墨濡鷺璽墨襲装基鮭曇嘉詈
=〔
潔陥撻ζI嘉轟理署督曇吾馨7努3振楚習憲:〔総慧ξ事:蔓よ農髪彗・[懲f象意雪象倉ス出来る範囲で参加させていただくっもりでおります^散茉りll弗牛のお重童でふ

出来る範囲で参加させていただくっもりでおb冨テ
「
承茉,「死≧あ落営業であ

iモ争言うJ奪本2,_bF、 登谷人あ蓮孫通昼爾しだります「未来を信じ
― 未,

レ、ル 鯖 ^ア む あ 士 中  △ `
‐いと願ってお0まテ

`苓
覆と3晨らしξS醸添話ι鮒 ま釜:

、1=横選 日本の仏像について

:瑳

[曼曹量ピ曇を曇會軍響會言[曇
我万黎響褒警倉競雰饉f蒋≧な雪襲

[鼻暑曇蓋革雪ぽ
[彗星なL背

(熟 秘年経開 ‐

■.篤麓塩鑢霊″寧奪ち
榊響1事響
・ =奪
■曇轟3

32横浜市南区大岡 卜 67-21

地下斜い年文お 退淵蝙 品 lttυ都立な生



i 、_「 神 水 会 」か「 立 神会 」 か ,又 は「 '・ ・ ?
: l      '右田 本藩■‐鮭 暫

=卒
)|

ユ命館大学校友会神奈川県支部では、構く最近「情報交換会」(仮称)なるも
のを発足させ、第 1回会合が去る 7月18日・(水)に薇かれた。初回のことでもあり
'機
表会々員全般に未だ知られていほじぁ基ミ雰愚覧:籍習奪掃古警角[Fあったがヽ和やかな歓談のうちに各人〈
この中で特に注目すべきことは、列席者の多数から「この会を一菫発足させ
た以上は、この会を消滅させないよう継続させ、今後益々会を盛り上げてゆき
校友である会員に役立つものにしてゆこう」.と云った力強い意見が出されたこ
~こ
あ蜃発足の書ち掛けとならたのはヽ 本年16月 101

PEま詈歴裂『慧省鳥f[報
を交換するため―の会合塁遷易島拒露状1僣薔雪念
:とである:この提案を早選幹事二同が採択し、会合

とである。 |‐
‐ ハ A"0⌒ J

」という提案がなあ盲裕]雰香選綬墨じた極キ墨慮i彗え是爆羹島曇遷骸言な冒だ警骨}
日 時  毎月第二水曜日 午後 6:30■ 9:00 .

:所
コー
F碁キ手子蓼誓等キ寺種奪亀角島力暮|

ξ曾[::i,IЁ営:]量:liさ菫襲言ξ::[[[i3ξRを |

次にこの会の名称を何にするかが課題にな:り 、その時提案されたものが上記

3』F奄倉七十じぶ晋雪傘ま蟹¥倉 :T賓雰葛恋暦展?顧姜雲奪賛:倉墓藁t

しては「校友会々員相互の期陸を深め、そして諸々
8顔諦重電奪彗9暑揉ξ事る」ということになるでしよう。校友である皆さん!ということになるでしよう。校友である皆さんの参加をお持●|してヤヽます

※8月の会合は第二水 ■」こ詠ス     コ~F‐ &スナッ久   ‐:

健思釜醤展麗書鵞磐 亜ヽ碑豫漱   ′■タサイ「1-タサイド   _,“ "=_“ ム"`
懸13]il罫沓電Fに「  

資`
、卜ζζ

`塁

整:L2 性麟漱 L32T首 20:1カ :〒220※蚕う猛暴だ亀:ヽて早酬1琥 η靱 '所 :野習ワ[晃TttDl財ξ」ぶ
:菫
II:菫塁壼,,「喜苓拿≦ζttЪ祀壁毯ζξ̈・パール ●18:o45(3:4'7017」「三水剣はどう¬ NIに予署ゞミヽを二I…1を占基子晶かと意見が寄せられ

凄装をLき二1未
=訓
J麒沐 B“」醇 |

て
し12月頃決定したい
1と思●ております。


